
≪評価基準≫

「A」…現状維持

「B」…条例改正の必要はないが検討を要する

「C」…条例改正の必要がある

「－」…評価対象外

条番号 条見出し 評価 対応内容 条例改正 逐条改正 検討課題・意見

－ (前文) － － － －

１ 目的 － － － －

２ 市民の定義 － － － －

３ 議会の活動原則 C

・議会改革及び政策立案について逐条に記載する。

・災害時対応については、別の条文として規定する。

・持続可能性・ＳＤＧｓについては、「ＳＤＧｓ未来都

市」という言葉を使いながら逐条に記載する。

〇 〇

委員会の協議において、議会基本条例に災害時対応につい

て明記した後に、ＢＣＰ策定について検討する方向性が示

された。

４ 議員の活動原則 A － － －

５ 会派 B
逐条解説に、会派に属さない議員に対しても適切に意見を

求める旨を記載する。
－ 〇

６ 市民との情報共有 C

・第１項に「原則公開とし、適切に傍聴することができる

よう」といった旨で条例を改正する。

・オンラインによる対話やワークショップなどについて、

逐条の最後に追記する。

〇 〇

７ 議員と市長等の関係 C
「質疑」や「質問」を「質疑等」にまとめるよう条例を改

正する。
〇 〇

８ 重要な政策等の説明 A － － －

９ 法第９６条第２項の議決事件 A － － －
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１０ 自由討議による合意形成 B

・第１３条を加味しつつ、より積極的に自由討議を行うこ

とについて逐条解説の文言を検討する。

・逐条解説に、政策立案に関する文言を記載する。

－ 〇

１１ 政務活動費 A － － －

１２ 調査制度の活用 A － － －
後の議論として、公聴会制度、参考人制度の活用を進めて

いけるような方策を検討する方向性が示された。

１３ 議員研修の充実強化 A － － －
政策立案に関する研修について検討する方向性が示され

た。

１４ 議員図書室の充実 A － － －

１５ 議会広報の充実 B
ＳＮＳの情報発信、積極的な情報発信、議案賛否情報の公

開について逐条に追記する。
－ 〇

１６ 情報通信技術の積極的活用 A － － －
委員会の協議において、ＡＩの活用に関する議論の必要性

が示された。

１７ 議会事務局の充実 B 事務局の助言について、逐条に記載する。 － 〇

１８ 議員の政治倫理 A － － －

１９ 議員定数 A － － －
委員会の協議において、議員定数や報酬の改正の在り方等

について議論する場の必要性が示された。
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２０ 議員報酬 A － － －

２１ 最高規範性 A － － －
委員会の協議において、任期開始後の研修の在り方につい

て検討する必要性が示された。

２２ 見直し手続 A － － －

２３ 委任 － － － －

その他 － － なし － －


